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本資料に記載されている将来の売上高および利益などの予想数値は、業
界の動向を含む経済情勢、お客様の動向など、現時点で入手可能な情報を
もとにした見通しを前提としておりますが、これらは、種々の不確実な要因の
影響を受けます。したがって、実際の売上高および利益などは、本資料に記
載されている予想数値とは異なる場合がありますことをご承知おきください。

本資料についてのご注意



１．平成２１年３月期 上期実績



単体業績状況

5.0

8.9

7.8

16.5

－

売上

比率

75.1

80.8

77.6

88.9

102.4

前期比

85.53,173売上総利益

74.3968四半期純利益

1,716

1,498

19,197

金額

79.9経常利益

75.7営業利益

97.9売上高

当初計画比（単位 ： 百万円、％）

４

売上高はほぼ計画通りで前期比プラス。
売上総利益率の低下で利益は前期比マイナス。



サービス別売上高の状況（単体）
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システムは減少するもプライムＳＩ比率は向上（４０．６％→５０．１％）。

オペレーションは通信・サービス業向けで増加。



1,851 1,469

1,183 1,349

3,931 4,190

4,732 4,945

6,684
6,693

H20.3中間 H21.3中間

金融

運輸通信

サービス

その他

（単位 ： 百万円）

35.9％

26.5％

22.5％

7.9％

上段 : 金 額

下段 : 構成比

６

エンドユーザ別売上高（ 単体：情報サービス）
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金融業向けは一部案件の先送りで前期並み。
通信、サービス、製造業向けで成長。

製造

○金融 （前期比 100.1％） ⇒前期並み

・都銀向け統合案件は当初予定通り減少

･ 一部金融機関で案件先送り

・他金融機関の売上増加で前期並みを確保

○運輸・通信（前期比 104.5％） ⇒堅調

・次世代通信網案件が遅延するも２Ｑに伸張

・大型開発案件が運用フェーズとなり、オペレー
ションが大幅増加

○サービス（前期比 106.6％） ⇒好調

・幅広い顧客から売上増

○製造業 （前期比 114.1％） ⇒好調

・ＳＡＰ案件伸張

○その他 （前期比 79.4％） ⇒低調

・公共向け伸び悩み10.1％

7.2％



新センタ開設、ＣＭＭＩ、新センタ開設、ＣＭＭＩ、
新ビジネス創出、新ビジネス創出、
高度スキル人材育成高度スキル人材育成

売上総利益（単体）

７

売上総利益 3,173百万円（前期比88.9%、売上比率16.5%（前期比△2.5pt））

単価改善幅の鈍化、待機稼動の増加により利益率低下
戦略的費用は計画的に活用
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営業外損益 218百万円（前期比112.6%、売上比率1.1%（前期比0.1pt））

販管費 1,674百万円（前期比102.3%、売上比率8.7%（前期比0.0pt））

営業利益、経常利益（単体）

８

中期総合計画に基く戦略的費用の増加 ＋37百万円

営業利益 1,498百万円（前期比77.6%、売上比率7.8%（前期比△2.5pt））

販管費率は前期並みを維持

経常利益 1,716百万円（前期比80.8%、売上比率8.9% （前期比△2.4pt））

子会社からの配当金増加等 ＋24百万円

コンサルティングサービスの強化、新規ビジネスへの投資
内部統制（Ｊ－ＳＯＸ）のための体制強化
海外、国内ブランド展開 などの戦略的費用



特別損益 △184百万円（前期比-%、売上比率△1.0%（前期比-pt））

四半期純利益（単体）

９

四半期純利益 968百万円 （ 前期比 75.1％ 、売上比率 5.0％ （前期比△1.8pt） ）

ＲＤ社の事業統合により
ＤＴＳ関西グループのシナジー発揮

関係会社株式評価損（ＲＤ社※） △168百万円

※ＲＤ社は当社子会社であり、当社に事業譲渡後解散する予定



連結業績状況
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連単倍率売上比率金 額（単位 ： 百万円、％）

・販管費 3,132百万円（前期比104.5％、売上比率10.5%（前期比＋0.2pt））

・特別損失 133百万円（ＲＤ社事業統合に伴うのれん償却他）

売上高は計画達成。利益は単体減益の影響で計画未達。
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参考）グループ各社業績状況

222.732.469165.7215ＭＩＲＵＣＡ※

189.812.488103.8712総合システムサービス※

84.610.7284104.12,669ＦＡＩＴＥＣ

[＋6]-△12697.52,951日本ＳＥ

96.53.5152110.94,383データリンクス

[+14]1.4689.2434アールディー

40.33.118108.8598九州ＤＴＳ

[△21]-△43413.216アスタリクス

金額

売上高

前期比 金額

営業利益（単位 ： 百万円、％）

社名 売上比率 前期比

各社単独の数値であり、すべてを合計しても連結の数値とは一致しません。
※は、前期途中から連結対象となった会社。総合システムサービス：前期上期５ヶ月、ＭＩＲＵＣＡ：前期上期３ヶ月
[ ]は、当期金額－前期金額 １１



３．平成２１年３月期の見通し



当社を取り巻く環境（下期）

１．システム投資に対し慎重なスタンス

・国内景気の減速懸念

・不急なシステム投資の延期、商談の長期化

⇒一部金融機関におけるシステム投資の延期
⇒通信キャリアにおける大型案件の延期

２．長期に渡った国内金融機関の
統合プロジェクトの完了

１３



当社の取り組み（下期）

１．受注拡大へ向けた活動の強化
・新規顧客の開拓
・既存顧客の深耕

２．プロジェクトの効率化・採算管理の強化
・採算意識の徹底
・待機稼働の一掃

３．将来に向けた戦略的な先行投資は継続

１４



中期計画の柱であるＳＩ体制強化
に向けた戦略的投資

（１）新規事業基盤確立
⇒新規ビジネス創出。

（２）海外・オフショア体制強化
⇒中国拡大、ベトナムオフショア開始、

インド協業

（３）高度スキル人材育成
⇒外部資格保有者は着実に増加。

社内認定制度を活用し人材育成。

（４）ＣＭＭＩ取得
⇒今期：レベル３、 ２年後：レベル５

１５
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戦略的費用(約5.9億円)

売上比11.7%

売上比10.2%

売上比11.6%

戦略的投資の規模（単体・通期）

未使用の場合の利益水準

⇒前期と同等の水準

１６原価

販管

特損



下期計画（単体・連結）

受注残は前期比１０３．１％、
下期は立上りから稼働率が好転

（単位 ： 百万円、％）
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通期計画（単体・連結）

下期の対策により、利益水準の回復を計画

（単位 ： 百万円、％）
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参考）通期計画（グループ各社）

135.914.055137.2393ＭＩＲＵＣＡ※

99.19.813799.11,400総合システムサービス※

87.410.5579100.95,530ＦＡＩＴＥＣ

[+8]-△14199.06,065日本ＳＥ

101.44.6403106.38,703データリンクス

587.03.53198.8911アールディー

62.65.673106.21,300九州ＤＴＳ

[△9]-△601,31579アスタリクス

金額

売上高

前期比 金額

営業利益（単位 ： 百万円、％）

社名 売上比率 前期比

各社単独の数値であり、すべてを合計しても連結の数値とは一致しません。
※は、前期途中から連結対象となった会社。総合システムサービス：前期１１ヶ月、ＭＩＲＵＣＡ：前期９ヶ月
[ ]は、当期金額－前期金額 １９



7.5
10 10 10

15

20
20 20

25
20

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H17.3 H18.3 H19.3 H20.3 H21.3（予定）

円

期末

中間

配当計画
安定・継続的に一定額

今後の事業展開に必要な内部留保を考慮しつつ
業績に応じて増額

* H19.10に株式分割(1:2)実施、過去分は遡及後の配当額。 ２０


